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１．概要（Summary）
ヒドロキシアパタイト系カルシウム基材に鉄、マグネシウ

ム、ケイ素等の無機化合物を混練した Neo-ceramics
(NCS)による鋼材の防錆・防食・除錆効果を検証する。

２．実験（Experimental）
【利用した主な装置】

SEM(VE-7800)、誘導ﾌﾟﾗｽﾞﾏ分析装置(ICP-MS)、ラ
マン分光装置(nanofinder 30)

【実験方法】

Fig. 1 Outline of the experiments.

Fig.1 に示すように、市販水４L を水槽 AT1、AT２に、

純水４L を水槽 AT3 に入れ、かつ AT1 および AT3 に鉄

片（半面サビ無し、半面サビ有り）５片、NCS ５０g を入れ、

毎分約８L で撹拌し、0~3000 時間において ORP、pH、

CD、ICP、SEM、EDX、Raman 等の分析を行う。

３．結果と考察（Results and Discussion）

Fig .2 Pourbaix Diagram.

Fig. 3 Composition change with time determined by 
ICP.

Fig.4 SEM images (magnification is 100) of iron 
pieces without rust in AT1 （left：0H, right：3000H）.

Fig.5  SEM images (magnification is 100) of iron 
pieces with rust in AT1 （left：0H, right：3000H）.



Fig.6 Raman spectroscopy for iron pieces without 
rust in AT1 (left：0H, right：3000H).

Fig. 7 Raman spectroscopy for iron pieces with rust 
in AT1 (left：0H, right：3000H).

Fig.2 に ORP 測定、Fig.3 に ICP 測定、Fig.4、Fig.5
に SEM 観察、Fig.6、Fig.7 にラマン測定結果を示す。

Pourbaix Diagram より pH の増加とともに還元分解領

域に向け ORP 電位が下がることが確認された。

また ICP、SEM、EDX、Raman 等の分析により、鉄片

のサビ有り部分およびサビ有り部分ともにリン酸鉄の皮膜

が形成されること、NCS から溶出した各種元素が還元作

用に寄与していることが確認された。
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